
一
月
十
日
（

火
）

十
時
か
ら

市
役
所
別
館
一
階
会
議
室

文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

電
話
…

〇
七
七

(

五
一
六
）

四
五
六
八

願
い
込
め
た
る
生
へ
の
希
望

木
楽
蜻
蛉

小
南

吹
く
風
に
語
り
掛
け
て
る
芒
の
穂

「

ト
ン
ト
ン
」

と
間
引
き
菜
刻
む
母
の
朝

眠
れ
ぬ
夜
指
折
る
ま
ま
の
メ
モ
用
紙

見
せ
る
だ
け
小
菊
手
折
っ

て
病
室
へ

夜
勤
明
け
社
員
食
堂
一
人
占
め

足
ま
か
せ
遠
回
り
し
て
萩
の
道

高
木

守
山
市

近
江
富
士

次
回

小
南

都
人

竜
王
町

中
村
　
城
啓

近
江
富
士

次
回
投
稿
者
交
流
会

(

投

稿

者

全

て

参

加

可

)

ひ
と
区
切
り

冠

句

お
問
合
せ

】

十
二
月
十
八
日
（

月
）

霜
月

（
十
一
月

）

都
人

高
木

櫻
木
　
博
子

都
人

和
美

高
木

色
づ
き
し
木
々
に
か
こ
ま
れ
石
段
を

木
楽
蜻
蛉

目
も
見
え
る
話
も
出
来
る
字
も
書
け
る

小
南

栞
抜
く
）

栞
抜
く
　
余
生
の
二
幕
へ
踏
む
序
章

栞
抜
く
　
ダ
イ
エ
ッ

ト
本
あ
き
ら
め
て

近
江
富
士

林
　
く
み
子

師
走
（

十
二
月
）

の
題
目

【

三
上

木
楽
蜻
蛉

中
村
　
城
啓

小
島
　
京
子

（
栞
抜
く
　
別
れ
の
予
感
花
詞

足
も
そ
こ
そ
こ
日
々
の
幸
せ

登
り
て
参
詣
義
母
の
命
日

真
夜
中
に
刻
々
動
く
名
月
に


